
KIEXなび

（公財）鹿児島市国際交流財団 賛助団体会員紹介

鹿児島市国際交流だより

公益財団法人 鹿児島市国際交流財団 KIEX とは、公益財団法人鹿児島市国際交流財団の英語表記
Kagoshima International Exchange Foundation の略称です
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日本語でプレゼン
鹿児島の人に知って欲しい！
ネパール留学生が教えるネパールの魅力
韓国文化理解講座 ～チムタク (鶏の甘辛煮 )料理教室～
「アジアん鹿児島2024」青少年音楽祭
「アジアん鹿児島2024」アジアんフェスタ

芸術祭ワーキングボランティアへのインタビュー

KIEXなび

2024年秋、新番組「かごよんフライデー」が始まりま
した。この番組は毎週金曜日の15時49分からの放
送。県内メディアとのネットワークを生かした各地の
話題や週末情報をお届けしています。更に月曜から金
曜までは「ＭＢＣごごナウ」もスタート。夕方ニュースを
先出し！最新のニュースや天気を伝えています。「新し
い発想で新しいコンテンツを」。今後も「ＭＢＣの番組
は面白い」と感じてもらえるようなコンテンツを生み
出していきます。

対話を通して世界の人々に通じる普
遍的な教養を身につける
英語で話す人の輪を広げ、対話を通して会員お互い
の親睦を図っています。
そして、日本ならびに海外の文化や風俗、習慣などの
理解を深めるセミナーや国際交流イベントなども開
催。比較文化の学びや実践交流を通しての人材育成
にも努めている団体です。
＜日本政府観光局（JNTO）善意通訳加盟組織＞

その瞬間に念いを込めて
株式会社フタバは、多種多様なイベント・式典・展示
会・スポーツ大会等の会場設営及びイベント用品を
レンタルしている会社です。昨年、会社設立７０周年を
迎え、来年には新社屋が完成する予定です。これから
も「安全で快適な」会場設営を心がけ、地域の活性化
や賑わいの創出に欠かすことの出来ないイベントを
「THE UNSUNG HERO～縁の下の力持ち」となって
全力でサポートさせて頂きます。各種テント・椅子・
テーブル・パーテーション等、イベント用品を多数取
り揃えておりますので、是非お問い合わせ下さい。

南日本放送 鹿児島 iBS国際懇話会株式会社フタバ

KIEX なび

●登録団体紹介
●賛助団体会員紹介
●講座・イベントカレンダー

鹿児島県JICA派遣専門家連絡会は、市民に開発途上国に対する国際協力や国際交流へ
の理解を深めてもらうために活動しています。

市
民
公
開
講
座

詳細は右記URLのNEWS LETTER参照

「アフリカ音楽
よもやま話」2024年1月

イベント情報や
活動報告を
行っています！

「インドネシアにおける
持続可能な教育に関する
活動」2023年1月

内閣府国際交流事業の中で交流会を開催し、10カ国の人々が
集まり交流を深めながら、おはら節を踊りました。

世界には経済、教育、健康を始め様々な格差があります。日本の社会や暮らしと密接に繋がってい
る世界を理解し、可能な援助を考えることは、日本を含む世界を守り発展させるために重要です。

〒890-8520 鹿児島市桜ヶ丘8-35-1 鹿児島大学病院 地域医療支援センター内
TEL：099-275-6526
Email：takezaki@m.kufm.kagoshima-u.ac.jp
URL:https://www.jica.go.jp/domestic/kyushu/renrakukai/kagoshima.html

登録団体紹介 鹿児島市国際交流センターの登録団体を紹介します！

皆さんに一言

鹿児島県JICA派遣専門家連絡会

連
絡
先

鹿児島県青年国際交流機構は、内閣府青年国際交流事業の参加青年が主となり、県内で
の国際交流や青年育成イベントの企画、運営を行う団体です。

国内外の多様な文化を知り、交流を深める機会づくりを目指して
います！子どもから大人まで楽しめるイベントを企画しています。
皆様のご参加をお待ちしています。

Email：kagoshimaiyeo@gmail.com
URL: https://www.facebook.com/iyeo.kagoshima/

皆さんに一言

鹿児島県青年国際交流機構

連
絡
先

講座・イベントカレンダー
2025年1月～2025年3月

3 月 多文化共生勉強会

文化や言語、生活習慣、歴史的背景の違いを
認め合い、互いに尊重し合う多文化共生社会
の実現を目指す勉強会。

内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している中
学生以上の人

対　象

第1回　多文化共生入門編　3月 2日（日）13：00～15：00
第 2回　やさしい日本語　3月 9日（日）13：00～15：00

日　時

無料参加費
30名（超えたら抽選）定　員
2月 12日（水）必着申込期限
申込時に第1回、第 2回どちらに参加かご記入ください。（両方参加も可）その他

3 月 国際協力講演会＆青年海外協力隊員報告会

第一部：中嶋　優子 氏 (国境なき医師団（MSF）
　　　　日本会長 救急医・麻酔科医 )による
　　　　国境なき医師団の人道援助活動等の
　　　　講演
第二部：青年海外協力隊員報告会

内　容

中学生以上対　象

3月 16日（日）13:30 ～ 16:00日　時
無料参加費
100名定　員
3月 1日（土）必着申込期限

※写真・イラストはイメージです 申
込
方
法

右のQRコードから参加申込希望のイベントを選び、申込
フォームから申込、またはFAX・Eメールで1.イベント名 2.
住所 3.参加者全員の氏名（ふりがな） 4.電話番号を書いてご
送付ください。

3 月 国際交流バスツアー

県内のスポットへの日替わりの国際交流バ
スツアー。観光や体験、そして日本人と外
国人が触れ合うレクリエーション等。行先
や行程はHPから。

内　容

中学生以上の日本人・外国人対　象
3月中（日時・申込方法等、詳細はHPから）日　時
3,000 円参加費
80名（超えたら抽選）定　員
日時・申込期限の詳細はHPから申込期限

2 月
外国人住民のための一日無料相談会
～行政書士による専門相談～

行政書士による専門相談内　容
鹿児島市に居住又は通勤・通学している外
国人住民

対　象

2月 2日 ( 日 )13:00 ～ 16:00日　時
無料参加費
6名程度定　員
1月 24日（金）必着申込期限

2 月 茶道体験（外国人対象）

茶道体験を通して、日本文化への理解を深
めてみませんか？

内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している外
国人住民

対　象

2月 15日 ( 土 )13:30 ～ 15:30日　時

無料参加費

7名（超えたら抽選）定　員

2月 7日（金）必着申込期限

1 月 病院体験ツアー（外国人対象）

外国人の日本での生活に関する困りごとを解
決するため、病院体験ツアーを実施します。
問診票や保険証、病院での受診の仕方等につ
いて聞いてみませんか。

内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している外
国人住民

対　象

米盛病院（与次郎1-7-1）※現地集合・解散場　所
1月 26日（日）13：00～ 16：00日　時
無料参加費
20名（超えたら抽選）定　員
1月 13日（月）必着申込期限

公益財団法人

鹿児島市国際交流財団は、市民主体の幅広い国際交流活動
を促進することにより、国際相互理解を深め国際協力意識
の高揚を図るとともに、地域の多文化共生を推進し、国際
都市鹿児島の発展に寄与することを目的としています。

鹿児島市国際交流財団

〒892-0846　鹿児島市加治屋町19番 18号　TEL（099）226-5931
FAX（099）239-9258　E-mai:kokusai@kiex.jp　HP:https://www.kiex.jp
［開館時間］9:00～21:00（日曜日及び祝日は9:00～17:00）
［休館日］月曜日（祝日と重なる場合はその翌日）・年末年始（12月 29日～1月 3日）

国際交流の
推進

市民と外国人住民の
親善・交流を深めよう！

国際理解の
推進

市民と外国人住民に
お互いのことをもっと
知ってもらおう！

国際協力の
推進

市民による国際協力・
貢献活動を
支援します！

多文化共生の
地域づくりの推進
市民と外国人住民が
共に行きていく地域
づくりを支援します！

2~3月 日本語支援ボランティア養成講座

日本語サポート「さくら」で活動する日本
語支援ボランティアの養成講座

内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している
20 歳以上の人で、講座終了後に日本語支
援ボランティアとして活動が可能な人

対　象

2月 1日～ 3月 8日（全 6回）
毎週土曜 9:30 ～ 12:30

日　時

3,000 円参加費
20名（超えたら抽選）定　員
1月 15日（水）必着申込期限

facebook

©MSF

1 月 日中オンライン交流会

日中の「お正月」をテーマに、大連とオンラ
インで繋ぎ、日本語・中国語での交流会を開
催します。

内　容

どなたでも対　象
１月31日 ( 金 )18:30～19:30 ※日本時間日　時
無料参加費
30名（超えたら抽選）定　員
1月 17日（金）必着申込期限

座禅の説明や座禅体験等内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している外
国人住民

対　象

1月 19日 ( 日 )13:30 ～ 15:30日　時

無料参加費

8名（超えたら抽選）定　員

1月 10日（金）必着申込期限

1 月 座禅体験（外国人対象）
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鹿児島市国際交流財団は、市民主体の幅広い国際交流活動
を促進することにより、国際相互理解を深め国際協力意識
の高揚を図るとともに、地域の多文化共生を推進し、国際
都市鹿児島の発展に寄与することを目的としています。

鹿児島市国際交流財団

〒892-0846　鹿児島市加治屋町19番 18号　TEL（099）226-5931
FAX（099）239-9258　E-mai:kokusai@kiex.jp　HP:https://www.kiex.jp
［開館時間］9:00～21:00（日曜日及び祝日は9:00～17:00）
［休館日］月曜日（祝日と重なる場合はその翌日）・年末年始（12月 29日～1月 3日）

国際交流の
推進

市民と外国人住民の
親善・交流を深めよう！

国際理解の
推進

市民と外国人住民に
お互いのことをもっと
知ってもらおう！

国際協力の
推進

市民による国際協力・
貢献活動を
支援します！

多文化共生の
地域づくりの推進
市民と外国人住民が
共に行きていく地域
づくりを支援します！

2~3月 日本語支援ボランティア養成講座

日本語サポート「さくら」で活動する日本
語支援ボランティアの養成講座

内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している
20 歳以上の人で、講座終了後に日本語支
援ボランティアとして活動が可能な人

対　象

2月 1日～ 3月 8日（全 6回）
毎週土曜 9:30 ～ 12:30

日　時

3,000 円参加費
20名（超えたら抽選）定　員
1月 15日（水）必着申込期限

facebook

©MSF

1 月 日中オンライン交流会

日中の「お正月」をテーマに、大連とオンラ
インで繋ぎ、日本語・中国語での交流会を開
催します。

内　容

どなたでも対　象
１月31日 ( 金 )18:30～19:30 ※日本時間日　時
無料参加費
30名（超えたら抽選）定　員
1月 17日（金）必着申込期限

座禅の説明や座禅体験等内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している外
国人住民

対　象

1月 19日 ( 日 )13:30 ～ 15:30日　時

無料参加費

8名（超えたら抽選）定　員

1月 10日（金）必着申込期限

1 月 座禅体験（外国人対象）



KIEXなび

（公財）鹿児島市国際交流財団 賛助団体会員紹介

鹿児島市国際交流だより

公益財団法人 鹿児島市国際交流財団 KIEX とは、公益財団法人鹿児島市国際交流財団の英語表記
Kagoshima International Exchange Foundation の略称です
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日本語でプレゼン
鹿児島の人に知って欲しい！
ネパール留学生が教えるネパールの魅力
韓国文化理解講座 ～チムタク (鶏の甘辛煮 )料理教室～
「アジアん鹿児島2024」青少年音楽祭
「アジアん鹿児島2024」アジアんフェスタ

芸術祭ワーキングボランティアへのインタビュー

KIEXなび

2024年秋、新番組「かごよんフライデー」が始まりま
した。この番組は毎週金曜日の15時49分からの放
送。県内メディアとのネットワークを生かした各地の
話題や週末情報をお届けしています。更に月曜から金
曜までは「ＭＢＣごごナウ」もスタート。夕方ニュースを
先出し！最新のニュースや天気を伝えています。「新し
い発想で新しいコンテンツを」。今後も「ＭＢＣの番組
は面白い」と感じてもらえるようなコンテンツを生み
出していきます。

対話を通して世界の人々に通じる普
遍的な教養を身につける
英語で話す人の輪を広げ、対話を通して会員お互い
の親睦を図っています。
そして、日本ならびに海外の文化や風俗、習慣などの
理解を深めるセミナーや国際交流イベントなども開
催。比較文化の学びや実践交流を通しての人材育成
にも努めている団体です。
＜日本政府観光局（JNTO）善意通訳加盟組織＞

その瞬間に念いを込めて
株式会社フタバは、多種多様なイベント・式典・展示
会・スポーツ大会等の会場設営及びイベント用品を
レンタルしている会社です。昨年、会社設立７０周年を
迎え、来年には新社屋が完成する予定です。これから
も「安全で快適な」会場設営を心がけ、地域の活性化
や賑わいの創出に欠かすことの出来ないイベントを
「THE UNSUNG HERO～縁の下の力持ち」となって
全力でサポートさせて頂きます。各種テント・椅子・
テーブル・パーテーション等、イベント用品を多数取
り揃えておりますので、是非お問い合わせ下さい。

南日本放送 鹿児島 iBS国際懇話会株式会社フタバ

KIEX なび

●登録団体紹介
●賛助団体会員紹介
●講座・イベントカレンダー

鹿児島県JICA派遣専門家連絡会は、市民に開発途上国に対する国際協力や国際交流へ
の理解を深めてもらうために活動しています。

市
民
公
開
講
座

詳細は右記URLのNEWS LETTER参照

「アフリカ音楽
よもやま話」2024年1月

イベント情報や
活動報告を
行っています！

「インドネシアにおける
持続可能な教育に関する
活動」2023年1月

内閣府国際交流事業の中で交流会を開催し、10カ国の人々が
集まり交流を深めながら、おはら節を踊りました。

世界には経済、教育、健康を始め様々な格差があります。日本の社会や暮らしと密接に繋がってい
る世界を理解し、可能な援助を考えることは、日本を含む世界を守り発展させるために重要です。

〒890-8520 鹿児島市桜ヶ丘8-35-1 鹿児島大学病院 地域医療支援センター内
TEL：099-275-6526
Email：takezaki@m.kufm.kagoshima-u.ac.jp
URL:https://www.jica.go.jp/domestic/kyushu/renrakukai/kagoshima.html

登録団体紹介 鹿児島市国際交流センターの登録団体を紹介します！

皆さんに一言

鹿児島県JICA派遣専門家連絡会

連
絡
先

鹿児島県青年国際交流機構は、内閣府青年国際交流事業の参加青年が主となり、県内で
の国際交流や青年育成イベントの企画、運営を行う団体です。

国内外の多様な文化を知り、交流を深める機会づくりを目指して
います！子どもから大人まで楽しめるイベントを企画しています。
皆様のご参加をお待ちしています。

Email：kagoshimaiyeo@gmail.com
URL: https://www.facebook.com/iyeo.kagoshima/

皆さんに一言

鹿児島県青年国際交流機構

連
絡
先

講座・イベントカレンダー
2025年1月～2025年3月

3 月 多文化共生勉強会

文化や言語、生活習慣、歴史的背景の違いを
認め合い、互いに尊重し合う多文化共生社会
の実現を目指す勉強会。

内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している中
学生以上の人

対　象

第1回　多文化共生入門編　3月 2日（日）13：00～15：00
第 2回　やさしい日本語　3月 9日（日）13：00～15：00

日　時

無料参加費
30名（超えたら抽選）定　員
2月 12日（水）必着申込期限
申込時に第1回、第 2回どちらに参加かご記入ください。（両方参加も可）その他

3 月 国際協力講演会＆青年海外協力隊員報告会

第一部：中嶋　優子 氏 (国境なき医師団（MSF）
　　　　日本会長 救急医・麻酔科医 )による
　　　　国境なき医師団の人道援助活動等の
　　　　講演
第二部：青年海外協力隊員報告会

内　容

中学生以上対　象

3月 16日（日）13:30 ～ 16:00日　時
無料参加費
100名定　員
3月 1日（土）必着申込期限

※写真・イラストはイメージです 申
込
方
法

右のQRコードから参加申込希望のイベントを選び、申込
フォームから申込、またはFAX・Eメールで1.イベント名 2.
住所 3.参加者全員の氏名（ふりがな） 4.電話番号を書いてご
送付ください。

3 月 国際交流バスツアー

県内のスポットへの日替わりの国際交流バ
スツアー。観光や体験、そして日本人と外
国人が触れ合うレクリエーション等。行先
や行程はHPから。

内　容

中学生以上の日本人・外国人対　象
3月中（日時・申込方法等、詳細はHPから）日　時
3,000 円参加費
80名（超えたら抽選）定　員
日時・申込期限の詳細はHPから申込期限

2 月
外国人住民のための一日無料相談会
～行政書士による専門相談～

行政書士による専門相談内　容
鹿児島市に居住又は通勤・通学している外
国人住民

対　象

2月 2日 ( 日 )13:00 ～ 16:00日　時
無料参加費
6名程度定　員
1月 24日（金）必着申込期限

2 月 茶道体験（外国人対象）

茶道体験を通して、日本文化への理解を深
めてみませんか？

内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している外
国人住民

対　象

2月 15日 ( 土 )13:30 ～ 15:30日　時

無料参加費

7名（超えたら抽選）定　員

2月 7日（金）必着申込期限

1 月 病院体験ツアー（外国人対象）

外国人の日本での生活に関する困りごとを解
決するため、病院体験ツアーを実施します。
問診票や保険証、病院での受診の仕方等につ
いて聞いてみませんか。

内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している外
国人住民

対　象

米盛病院（与次郎1-7-1）※現地集合・解散場　所
1月 26日（日）13：00～ 16：00日　時
無料参加費
20名（超えたら抽選）定　員
1月 13日（月）必着申込期限

公益財団法人

鹿児島市国際交流財団は、市民主体の幅広い国際交流活動
を促進することにより、国際相互理解を深め国際協力意識
の高揚を図るとともに、地域の多文化共生を推進し、国際
都市鹿児島の発展に寄与することを目的としています。

鹿児島市国際交流財団

〒892-0846　鹿児島市加治屋町19番 18号　TEL（099）226-5931
FAX（099）239-9258　E-mai:kokusai@kiex.jp　HP:https://www.kiex.jp
［開館時間］9:00～21:00（日曜日及び祝日は9:00～17:00）
［休館日］月曜日（祝日と重なる場合はその翌日）・年末年始（12月 29日～1月 3日）

国際交流の
推進

市民と外国人住民の
親善・交流を深めよう！

国際理解の
推進

市民と外国人住民に
お互いのことをもっと
知ってもらおう！

国際協力の
推進

市民による国際協力・
貢献活動を
支援します！

多文化共生の
地域づくりの推進
市民と外国人住民が
共に行きていく地域
づくりを支援します！

2~3月 日本語支援ボランティア養成講座

日本語サポート「さくら」で活動する日本
語支援ボランティアの養成講座

内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している
20 歳以上の人で、講座終了後に日本語支
援ボランティアとして活動が可能な人

対　象

2月 1日～ 3月 8日（全 6回）
毎週土曜 9:30 ～ 12:30

日　時

3,000 円参加費
20名（超えたら抽選）定　員
1月 15日（水）必着申込期限

facebook

©MSF

1 月 日中オンライン交流会

日中の「お正月」をテーマに、大連とオンラ
インで繋ぎ、日本語・中国語での交流会を開
催します。

内　容

どなたでも対　象
１月31日 ( 金 )18:30～19:30 ※日本時間日　時
無料参加費
30名（超えたら抽選）定　員
1月 17日（金）必着申込期限

座禅の説明や座禅体験等内　容

鹿児島市に居住又は通勤・通学している外
国人住民

対　象

1月 19日 ( 日 )13:30 ～ 15:30日　時

無料参加費

8名（超えたら抽選）定　員

1月 10日（金）必着申込期限

1 月 座禅体験（外国人対象）



　韓国への理解を深め、親近感を高めることを目的としたイベ
ント「韓国文化理解講座」を開催しました。この講座では、韓国
出身の鹿児島市国際交流アドバイザーが講師になり、日本で
はまだあまり知られていない韓国料理「チムタク」の作り方を
教えました。
　参加者12名は2人1組に分かれ、協力しながら調理を進め、
講師の特製レシピを基に、少しピリ辛でご飯によく合う本格的なチムタク作りを体験しまし
た。調理室の中は、笑い声や楽しげな会話が飛び交い、アットホームな雰囲気の中で料理が
進みました。
　炊きたてのご飯とともに、自分たちで作ったチムタクを味わい、その美味しさに大満足し
ました。また、試食の時間には講師によるミニ韓国文化講座が行われました。韓国の伝統的
な観光地やグルメ、そして日常生活の文化についての紹介があり、参加者たちは興味深く耳を傾けました。講座後、「韓国文化
について新たな知識を得られて嬉しい」「観光に行きたくなった」といった反応も寄せられました。

Event Reportイベントレポート Column
日 本 語 で プ レ ゼ ン
　外国人住民を対象に、日本語でプレゼンテーションを行うことを目標と
したプロジェクト型ワークショップを開催しました。このプロジェクトには、
９名の外国人参加者が集まり、週1回の8週間にわたるセッションを通して
準備を進めました。
　参加者たちは日本人ボランティアスタッフのサポートを受けながら、そ
れぞれが興味を持つテーマを選んで原稿を作成し、日本語の表現や発音
を重点的に練習しました。日本語が母語ではない参加者にとって、このプ
ロジェクトは挑戦的でありながらも非常に充実した学びの場となりました。
　発表会当日には、約50名の日本人観客が会場に集まり、参加者の発表
を見守りました。参加者たちは、日々の練習の成果を披露し、自分たちの
言葉で堂々とプレゼンテーションを行いました。発表内容は多岐にわた
り、文化、旅行、趣味、仕事に関するものなど、個性あふれるテーマで観客
を引き込みました。

　観客からは、「外国人の視点での発表が新鮮で、非常
に感銘を受けた」「日本語の学習の努力が伝わり、勇気
をもらえた」といった温かい感想が多数ありました。会
場には、発表者を応援する拍手や笑顔が溢れ、終始和
やかで前向きな雰囲気に包まれていました。

※発表テーマ　
「自国と日本の高校生の差」・「なぜ外国人は日本に
来るのか」・「私の御朱印帳」等

鹿児島の人に知って欲しい！
ネパール留学生が教えるネパールの魅力

開催日 9月15日(日)
参加者 26名

開催日 ９月8日（日）
参加者 約50名

　アジアへの理解と交流を深めることを目的に、ネパールからの留学生を講師に迎え「鹿児島の人に
知って欲しい！ネパール留学生が教えるネパールの魅力」を開催しました。
　第一部では、留学生たちがネパールの首都カトマンズにあるネパール最古の仏教寺院「スワナンブ
ヤート」から見える景色や、観光都市「ポカラ」、ベンガルトラ、インドサイなど絶滅が危惧される希少種
が生息する野生動物の宝庫「チトワン国立公園」の魅力等についてお話くださいました。第二部では、
参加者と留学生がグループに分かれ、フリートーキング形式で交流しました。留学生たちは、参加者か
ら次々と繰り出されるネパール文化への興味に、丁寧に一生懸命答えてくださいました。
　参加者の皆さんからは「現地の人にしか聞けないことを聞くことができて良かった」や「留学生の皆
さんが今日の講座に向けて一生懸命練習したのが伝わりました」等の声が挙げられ、ネパール文化へ
の理解を深められたようです。

韓国文化理解講座 ～チムタク(鶏の甘辛煮)料理教室～ 開催日 9月２８日（土）
参加者 12名

「アジアん鹿児島2024」青少年音楽祭 開催日 10月19日（土）
参加者 1,400名

　宝山ホールで開催された青少年音楽祭では、アジア各国を代表する10団体に参加いただき、各国の伝統舞踊・合唱・演奏を
披露していただきました。

KIEX なび KIEX なび

賛
助
会
員
募
集
！

～市民の皆さまによって支えられています～
鹿児島市国際交流財団は、多くの市民の皆さまによって支えられています。
鹿児島市国際交流財団の活動に賛同してくださる賛助会員の皆さまを募集しています。

●参加料金の割引
●会報誌の送付や国際交流に関する
　情報の提供
●財団ホームページでのバナー広告掲載
　（団体会員のみ）

当財団事務局で受け付けております。申請書はホームページからもダウンロードできますので、記入の上、郵送等
によりお送りください。また、希望者には申込書を送付いたします。どうぞお気軽にお問合せください。

会員特典

申込方法

●個人会員（1口）1,000円
　（家族会員及び10月以降加入の会員は500円）
●団体会員（1口）10,000円から

年  会  費
●当財団の目的（国際交
流等）に賛同し、後援
する個人または団体

入会資格

賛助団体会員のご紹介
国際交流センターホームページ
に賛助団体会員の皆様のバナー
の一覧がありますのでぜひご覧
ください。リンクも張っています。
（ページ下の方です。）

「アジアん鹿児島2024」アジアんフェスタ 開催日 10月20日（日）
参加者 11,100名

　鹿児島中央公園で開催されたアジアんフェスタでは、来日した海外団体が、ステージで合唱・ダンス・演奏を披露してください
ました。また、ストリートダンスコンテストを実施し、参戦した団体同士技術を競い合って華麗なダンスを数多く披露してください
ました。

オープニング 演奏(韓国) 伝統舞踊(タイ) 伝統楽器演奏(インドネシア)

伝統舞踊(ネパール) 伝統舞踊(中国) 演奏(シンガポール) 伝統舞踊(マレーシア)

演奏(香港） 伝統舞踊(ベトナム) 演奏(日本） エンディング

アジアんフェスタ！ 各国の紹介 アジアの様々な屋台 ストリートダンスコンテスト

ステージパフォーマンス(中国) ステージパフォーマンス(韓国) ステージパフォーマンス(シンガポール) 照国ホコ天ステージ(タイ)

照国ホコ天ステージ(マレーシア) 茶道体験 国際交流レクリエーションゲーム ワーキング体験ブース(しおり作り)

純心女子短期大学　山下さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
マレーシアの方々と、お互いの文化や歴史、郷土について、クイズ

をし、交流しました。
マレーシアの方々からは、学校の行事などの様子を動画で見させて
いただきました。マレーシアの自然豊かな場所や盛えているクアラル
ンプールの写真などを紹介してもらいました。
私たちは茶道についての問題を出題し、実際に茶器を見せながら
紹介しました。

Q2 交流してみてどうでしたか？
伝続的な衣装を着て行事を行うなど、マレーシアの素敵な学校生
活を知ることができました。改めて自国について伝える為、私の大好
きなアニメや、おもてなしの文化、四季折々の行事、和食などを学ぼう
と思いました。

Q3 学校交流の際山下さんの印象に残った出来事を
教えてください。

日本のアニメや音楽の文化を、共有できた瞬間に一体感が生まれ、
国を超えてつながれたと感じたことです。日本の学生も、マレーシアの
学生も一緒に、Tiktok で流行っている日本の音楽を口ずさんで、踊り
ました。日本の曲を知っていると知った時には、大変驚きました。共有
できたあの瞬間は、誰もが笑顔で幸せな時間でした。

Q1 国際交流パーティーのイベントは
どのように企画しましたか？

海外の方にいかに簡単で分かりやすいゲームをすることができる
かその部分をメインに企画しました。
結果、ジェスチャーゲームとイントロドンクイズに決まりました。

Q2 当日の国際交流パーティーはどうでしたか？

どのゲームも想像以上に盛り上がり、最後に行ったイントロドンで
は、正解した後皆んなで一緒に歌っており会場全体に一体感が生まれ
たのが印象的でした。

企画・広報部会　藤田さん

鹿児島東高校　前山さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
タイと交流しました！タイの伝統的な演舞を披露していただき、私た
ちの学校からは鹿児島のおはら節をみんなで踊り、日本の文化であ
る茶道や折紙等を体験してもらいました！おはら節を踊っている間、最
初はぎこちない感じでしたが皆さんだんだん慣れてきて最後は楽し
そうにみんな笑顔で踊っていました！

Q2 交流してみてどうでしたか？
皆さんフレンドリーで接しやすく、親しみやすい方がたくさんいらっ

しゃいました。おかげで海外の友人をたくさん作ることができました！
現在もタイの皆さんと交流が続いており、今もLINEで画像と一緒に
メッセージが送られてきます。

Q3 学校交流の際前山さんの印象に残った出来事を
教えてください。

タイの伝統的な演舞を直接見ることができたのが一番印象的でし
た。普段なかなか目にすることのない異国の演舞なので、見ていて楽
しかったですし、なんというか感慨深かったです。

Q3 参加者の反応で特に印象に残っていることは何ですか？
イントロドンクイズの時、海外からの参加者が日本の曲を聞いて

「この曲知ってる！」と興奮して答えてくれたのがとても印象的でした。
国境を超えて楽しんでいる様子を見て、企画した甲斐があったと思い
ました。

　今年は計5ヶ国の海外団体が来日し、日本の小学校・中学校・高校・大学の計8校と学校交流を行いました。学校交
流を実際に体験された鹿児島純心女子短期大学の山下さんと鹿児島東高校の前山さんにお話を聞いてみたいと思
います。

　10月20日のアジアんフェスタ後、ワーキングボランティアと海外団体との交流パーティーを開催しました。ワーキングの企画・
広報部会が中心となり、みんなでお菓子を食べたり催し物をしたり、楽しいひと時を過ごしました。ここで、企画・広報部会の藤田さ
んに国際交流パーティーの様子をインタビューしてみたいと思います。

　韓国への理解を深め、親近感を高めることを目的としたイベ
ント「韓国文化理解講座」を開催しました。この講座では、韓国
出身の鹿児島市国際交流アドバイザーが講師になり、日本で
はまだあまり知られていない韓国料理「チムタク」の作り方を
教えました。
　参加者12名は2人1組に分かれ、協力しながら調理を進め、
講師の特製レシピを基に、少しピリ辛でご飯によく合う本格的なチムタク作りを体験しまし
た。調理室の中は、笑い声や楽しげな会話が飛び交い、アットホームな雰囲気の中で料理が
進みました。
　炊きたてのご飯とともに、自分たちで作ったチムタクを味わい、その美味しさに大満足し
ました。また、試食の時間には講師によるミニ韓国文化講座が行われました。韓国の伝統的
な観光地やグルメ、そして日常生活の文化についての紹介があり、参加者たちは興味深く耳を傾けました。講座後、「韓国文化
について新たな知識を得られて嬉しい」「観光に行きたくなった」といった反応も寄せられました。

Event Reportイベントレポート Column
日 本 語 で プ レ ゼ ン
　外国人住民を対象に、日本語でプレゼンテーションを行うことを目標と
したプロジェクト型ワークショップを開催しました。このプロジェクトには、
９名の外国人参加者が集まり、週1回の8週間にわたるセッションを通して
準備を進めました。
　参加者たちは日本人ボランティアスタッフのサポートを受けながら、そ
れぞれが興味を持つテーマを選んで原稿を作成し、日本語の表現や発音
を重点的に練習しました。日本語が母語ではない参加者にとって、このプ
ロジェクトは挑戦的でありながらも非常に充実した学びの場となりました。
　発表会当日には、約50名の日本人観客が会場に集まり、参加者の発表
を見守りました。参加者たちは、日々の練習の成果を披露し、自分たちの
言葉で堂々とプレゼンテーションを行いました。発表内容は多岐にわた
り、文化、旅行、趣味、仕事に関するものなど、個性あふれるテーマで観客
を引き込みました。

　観客からは、「外国人の視点での発表が新鮮で、非常
に感銘を受けた」「日本語の学習の努力が伝わり、勇気
をもらえた」といった温かい感想が多数ありました。会
場には、発表者を応援する拍手や笑顔が溢れ、終始和
やかで前向きな雰囲気に包まれていました。

※発表テーマ　
「自国と日本の高校生の差」・「なぜ外国人は日本に
来るのか」・「私の御朱印帳」等

鹿児島の人に知って欲しい！
ネパール留学生が教えるネパールの魅力

開催日 9月15日(日)
参加者 26名

開催日 ９月8日（日）
参加者 約50名

　アジアへの理解と交流を深めることを目的に、ネパールからの留学生を講師に迎え「鹿児島の人に
知って欲しい！ネパール留学生が教えるネパールの魅力」を開催しました。
　第一部では、留学生たちがネパールの首都カトマンズにあるネパール最古の仏教寺院「スワナンブ
ヤート」から見える景色や、観光都市「ポカラ」、ベンガルトラ、インドサイなど絶滅が危惧される希少種
が生息する野生動物の宝庫「チトワン国立公園」の魅力等についてお話くださいました。第二部では、
参加者と留学生がグループに分かれ、フリートーキング形式で交流しました。留学生たちは、参加者か
ら次々と繰り出されるネパール文化への興味に、丁寧に一生懸命答えてくださいました。
　参加者の皆さんからは「現地の人にしか聞けないことを聞くことができて良かった」や「留学生の皆
さんが今日の講座に向けて一生懸命練習したのが伝わりました」等の声が挙げられ、ネパール文化へ
の理解を深められたようです。

韓国文化理解講座 ～チムタク(鶏の甘辛煮)料理教室～ 開催日 9月２８日（土）
参加者 12名

「アジアん鹿児島2024」青少年音楽祭 開催日 10月19日（土）
参加者 1,400名

　宝山ホールで開催された青少年音楽祭では、アジア各国を代表する10団体に参加いただき、各国の伝統舞踊・合唱・演奏を
披露していただきました。

KIEX なび KIEX なび
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！

～市民の皆さまによって支えられています～
鹿児島市国際交流財団は、多くの市民の皆さまによって支えられています。
鹿児島市国際交流財団の活動に賛同してくださる賛助会員の皆さまを募集しています。

●参加料金の割引
●会報誌の送付や国際交流に関する
　情報の提供
●財団ホームページでのバナー広告掲載
　（団体会員のみ）

当財団事務局で受け付けております。申請書はホームページからもダウンロードできますので、記入の上、郵送等
によりお送りください。また、希望者には申込書を送付いたします。どうぞお気軽にお問合せください。

会員特典

申込方法

●個人会員（1口）1,000円
　（家族会員及び10月以降加入の会員は500円）
●団体会員（1口）10,000円から

年  会  費
●当財団の目的（国際交
流等）に賛同し、後援
する個人または団体

入会資格

賛助団体会員のご紹介
国際交流センターホームページ
に賛助団体会員の皆様のバナー
の一覧がありますのでぜひご覧
ください。リンクも張っています。
（ページ下の方です。）

「アジアん鹿児島2024」アジアんフェスタ 開催日 10月20日（日）
参加者 11,100名

　鹿児島中央公園で開催されたアジアんフェスタでは、来日した海外団体が、ステージで合唱・ダンス・演奏を披露してください
ました。また、ストリートダンスコンテストを実施し、参戦した団体同士技術を競い合って華麗なダンスを数多く披露してください
ました。

オープニング 演奏(韓国) 伝統舞踊(タイ) 伝統楽器演奏(インドネシア)

伝統舞踊(ネパール) 伝統舞踊(中国) 演奏(シンガポール) 伝統舞踊(マレーシア)

演奏(香港） 伝統舞踊(ベトナム) 演奏(日本） エンディング

アジアんフェスタ！ 各国の紹介 アジアの様々な屋台 ストリートダンスコンテスト

ステージパフォーマンス(中国) ステージパフォーマンス(韓国) ステージパフォーマンス(シンガポール) 照国ホコ天ステージ(タイ)

照国ホコ天ステージ(マレーシア) 茶道体験 国際交流レクリエーションゲーム ワーキング体験ブース(しおり作り)

純心女子短期大学　山下さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
マレーシアの方々と、お互いの文化や歴史、郷土について、クイズ

をし、交流しました。
マレーシアの方々からは、学校の行事などの様子を動画で見させて
いただきました。マレーシアの自然豊かな場所や盛えているクアラル
ンプールの写真などを紹介してもらいました。
私たちは茶道についての問題を出題し、実際に茶器を見せながら
紹介しました。

Q2 交流してみてどうでしたか？
伝続的な衣装を着て行事を行うなど、マレーシアの素敵な学校生
活を知ることができました。改めて自国について伝える為、私の大好
きなアニメや、おもてなしの文化、四季折々の行事、和食などを学ぼう
と思いました。

Q3 学校交流の際山下さんの印象に残った出来事を
教えてください。

日本のアニメや音楽の文化を、共有できた瞬間に一体感が生まれ、
国を超えてつながれたと感じたことです。日本の学生も、マレーシアの
学生も一緒に、Tiktok で流行っている日本の音楽を口ずさんで、踊り
ました。日本の曲を知っていると知った時には、大変驚きました。共有
できたあの瞬間は、誰もが笑顔で幸せな時間でした。

Q1 国際交流パーティーのイベントは
どのように企画しましたか？

海外の方にいかに簡単で分かりやすいゲームをすることができる
かその部分をメインに企画しました。
結果、ジェスチャーゲームとイントロドンクイズに決まりました。

Q2 当日の国際交流パーティーはどうでしたか？

どのゲームも想像以上に盛り上がり、最後に行ったイントロドンで
は、正解した後皆んなで一緒に歌っており会場全体に一体感が生まれ
たのが印象的でした。

企画・広報部会　藤田さん

鹿児島東高校　前山さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
タイと交流しました！タイの伝統的な演舞を披露していただき、私た
ちの学校からは鹿児島のおはら節をみんなで踊り、日本の文化であ
る茶道や折紙等を体験してもらいました！おはら節を踊っている間、最
初はぎこちない感じでしたが皆さんだんだん慣れてきて最後は楽し
そうにみんな笑顔で踊っていました！

Q2 交流してみてどうでしたか？
皆さんフレンドリーで接しやすく、親しみやすい方がたくさんいらっ

しゃいました。おかげで海外の友人をたくさん作ることができました！
現在もタイの皆さんと交流が続いており、今もLINEで画像と一緒に
メッセージが送られてきます。

Q3 学校交流の際前山さんの印象に残った出来事を
教えてください。

タイの伝統的な演舞を直接見ることができたのが一番印象的でし
た。普段なかなか目にすることのない異国の演舞なので、見ていて楽
しかったですし、なんというか感慨深かったです。

Q3 参加者の反応で特に印象に残っていることは何ですか？
イントロドンクイズの時、海外からの参加者が日本の曲を聞いて

「この曲知ってる！」と興奮して答えてくれたのがとても印象的でした。
国境を超えて楽しんでいる様子を見て、企画した甲斐があったと思い
ました。

　今年は計5ヶ国の海外団体が来日し、日本の小学校・中学校・高校・大学の計8校と学校交流を行いました。学校交
流を実際に体験された鹿児島純心女子短期大学の山下さんと鹿児島東高校の前山さんにお話を聞いてみたいと思
います。

　10月20日のアジアんフェスタ後、ワーキングボランティアと海外団体との交流パーティーを開催しました。ワーキングの企画・
広報部会が中心となり、みんなでお菓子を食べたり催し物をしたり、楽しいひと時を過ごしました。ここで、企画・広報部会の藤田さ
んに国際交流パーティーの様子をインタビューしてみたいと思います。



　韓国への理解を深め、親近感を高めることを目的としたイベ
ント「韓国文化理解講座」を開催しました。この講座では、韓国
出身の鹿児島市国際交流アドバイザーが講師になり、日本で
はまだあまり知られていない韓国料理「チムタク」の作り方を
教えました。
　参加者12名は2人1組に分かれ、協力しながら調理を進め、
講師の特製レシピを基に、少しピリ辛でご飯によく合う本格的なチムタク作りを体験しまし
た。調理室の中は、笑い声や楽しげな会話が飛び交い、アットホームな雰囲気の中で料理が
進みました。
　炊きたてのご飯とともに、自分たちで作ったチムタクを味わい、その美味しさに大満足し
ました。また、試食の時間には講師によるミニ韓国文化講座が行われました。韓国の伝統的
な観光地やグルメ、そして日常生活の文化についての紹介があり、参加者たちは興味深く耳を傾けました。講座後、「韓国文化
について新たな知識を得られて嬉しい」「観光に行きたくなった」といった反応も寄せられました。

Event Reportイベントレポート Column
日 本 語 で プ レ ゼ ン
　外国人住民を対象に、日本語でプレゼンテーションを行うことを目標と
したプロジェクト型ワークショップを開催しました。このプロジェクトには、
９名の外国人参加者が集まり、週1回の8週間にわたるセッションを通して
準備を進めました。
　参加者たちは日本人ボランティアスタッフのサポートを受けながら、そ
れぞれが興味を持つテーマを選んで原稿を作成し、日本語の表現や発音
を重点的に練習しました。日本語が母語ではない参加者にとって、このプ
ロジェクトは挑戦的でありながらも非常に充実した学びの場となりました。
　発表会当日には、約50名の日本人観客が会場に集まり、参加者の発表
を見守りました。参加者たちは、日々の練習の成果を披露し、自分たちの
言葉で堂々とプレゼンテーションを行いました。発表内容は多岐にわた
り、文化、旅行、趣味、仕事に関するものなど、個性あふれるテーマで観客
を引き込みました。

　観客からは、「外国人の視点での発表が新鮮で、非常
に感銘を受けた」「日本語の学習の努力が伝わり、勇気
をもらえた」といった温かい感想が多数ありました。会
場には、発表者を応援する拍手や笑顔が溢れ、終始和
やかで前向きな雰囲気に包まれていました。

※発表テーマ　
「自国と日本の高校生の差」・「なぜ外国人は日本に
来るのか」・「私の御朱印帳」等

鹿児島の人に知って欲しい！
ネパール留学生が教えるネパールの魅力

開催日 9月15日(日)
参加者 26名

開催日 ９月8日（日）
参加者 約50名

　アジアへの理解と交流を深めることを目的に、ネパールからの留学生を講師に迎え「鹿児島の人に
知って欲しい！ネパール留学生が教えるネパールの魅力」を開催しました。
　第一部では、留学生たちがネパールの首都カトマンズにあるネパール最古の仏教寺院「スワナンブ
ヤート」から見える景色や、観光都市「ポカラ」、ベンガルトラ、インドサイなど絶滅が危惧される希少種
が生息する野生動物の宝庫「チトワン国立公園」の魅力等についてお話くださいました。第二部では、
参加者と留学生がグループに分かれ、フリートーキング形式で交流しました。留学生たちは、参加者か
ら次々と繰り出されるネパール文化への興味に、丁寧に一生懸命答えてくださいました。
　参加者の皆さんからは「現地の人にしか聞けないことを聞くことができて良かった」や「留学生の皆
さんが今日の講座に向けて一生懸命練習したのが伝わりました」等の声が挙げられ、ネパール文化へ
の理解を深められたようです。

韓国文化理解講座 ～チムタク(鶏の甘辛煮)料理教室～ 開催日 9月２８日（土）
参加者 12名

「アジアん鹿児島2024」青少年音楽祭 開催日 10月19日（土）
参加者 1,400名

　宝山ホールで開催された青少年音楽祭では、アジア各国を代表する10団体に参加いただき、各国の伝統舞踊・合唱・演奏を
披露していただきました。

KIEX なび KIEX なび

賛
助
会
員
募
集
！

～市民の皆さまによって支えられています～
鹿児島市国際交流財団は、多くの市民の皆さまによって支えられています。
鹿児島市国際交流財団の活動に賛同してくださる賛助会員の皆さまを募集しています。

●参加料金の割引
●会報誌の送付や国際交流に関する
　情報の提供
●財団ホームページでのバナー広告掲載
　（団体会員のみ）

当財団事務局で受け付けております。申請書はホームページからもダウンロードできますので、記入の上、郵送等
によりお送りください。また、希望者には申込書を送付いたします。どうぞお気軽にお問合せください。

会員特典

申込方法

●個人会員（1口）1,000円
　（家族会員及び10月以降加入の会員は500円）
●団体会員（1口）10,000円から

年  会  費
●当財団の目的（国際交
流等）に賛同し、後援
する個人または団体

入会資格

賛助団体会員のご紹介
国際交流センターホームページ
に賛助団体会員の皆様のバナー
の一覧がありますのでぜひご覧
ください。リンクも張っています。
（ページ下の方です。）

「アジアん鹿児島2024」アジアんフェスタ 開催日 10月20日（日）
参加者 11,100名

　鹿児島中央公園で開催されたアジアんフェスタでは、来日した海外団体が、ステージで合唱・ダンス・演奏を披露してください
ました。また、ストリートダンスコンテストを実施し、参戦した団体同士技術を競い合って華麗なダンスを数多く披露してください
ました。

オープニング 演奏(韓国) 伝統舞踊(タイ) 伝統楽器演奏(インドネシア)

伝統舞踊(ネパール) 伝統舞踊(中国) 演奏(シンガポール) 伝統舞踊(マレーシア)

演奏(香港） 伝統舞踊(ベトナム) 演奏(日本） エンディング

アジアんフェスタ！ 各国の紹介 アジアの様々な屋台 ストリートダンスコンテスト

ステージパフォーマンス(中国) ステージパフォーマンス(韓国) ステージパフォーマンス(シンガポール) 照国ホコ天ステージ(タイ)

照国ホコ天ステージ(マレーシア) 茶道体験 国際交流レクリエーションゲーム ワーキング体験ブース(しおり作り)

純心女子短期大学　山下さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
マレーシアの方々と、お互いの文化や歴史、郷土について、クイズ

をし、交流しました。
マレーシアの方々からは、学校の行事などの様子を動画で見させて
いただきました。マレーシアの自然豊かな場所や盛えているクアラル
ンプールの写真などを紹介してもらいました。
私たちは茶道についての問題を出題し、実際に茶器を見せながら
紹介しました。

Q2 交流してみてどうでしたか？
伝続的な衣装を着て行事を行うなど、マレーシアの素敵な学校生
活を知ることができました。改めて自国について伝える為、私の大好
きなアニメや、おもてなしの文化、四季折々の行事、和食などを学ぼう
と思いました。

Q3 学校交流の際山下さんの印象に残った出来事を
教えてください。

日本のアニメや音楽の文化を、共有できた瞬間に一体感が生まれ、
国を超えてつながれたと感じたことです。日本の学生も、マレーシアの
学生も一緒に、Tiktok で流行っている日本の音楽を口ずさんで、踊り
ました。日本の曲を知っていると知った時には、大変驚きました。共有
できたあの瞬間は、誰もが笑顔で幸せな時間でした。

Q1 国際交流パーティーのイベントは
どのように企画しましたか？

海外の方にいかに簡単で分かりやすいゲームをすることができる
かその部分をメインに企画しました。
結果、ジェスチャーゲームとイントロドンクイズに決まりました。

Q2 当日の国際交流パーティーはどうでしたか？

どのゲームも想像以上に盛り上がり、最後に行ったイントロドンで
は、正解した後皆んなで一緒に歌っており会場全体に一体感が生まれ
たのが印象的でした。

企画・広報部会　藤田さん

鹿児島東高校　前山さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
タイと交流しました！タイの伝統的な演舞を披露していただき、私た
ちの学校からは鹿児島のおはら節をみんなで踊り、日本の文化であ
る茶道や折紙等を体験してもらいました！おはら節を踊っている間、最
初はぎこちない感じでしたが皆さんだんだん慣れてきて最後は楽し
そうにみんな笑顔で踊っていました！

Q2 交流してみてどうでしたか？
皆さんフレンドリーで接しやすく、親しみやすい方がたくさんいらっ

しゃいました。おかげで海外の友人をたくさん作ることができました！
現在もタイの皆さんと交流が続いており、今もLINEで画像と一緒に
メッセージが送られてきます。

Q3 学校交流の際前山さんの印象に残った出来事を
教えてください。

タイの伝統的な演舞を直接見ることができたのが一番印象的でし
た。普段なかなか目にすることのない異国の演舞なので、見ていて楽
しかったですし、なんというか感慨深かったです。

Q3 参加者の反応で特に印象に残っていることは何ですか？
イントロドンクイズの時、海外からの参加者が日本の曲を聞いて

「この曲知ってる！」と興奮して答えてくれたのがとても印象的でした。
国境を超えて楽しんでいる様子を見て、企画した甲斐があったと思い
ました。

　今年は計5ヶ国の海外団体が来日し、日本の小学校・中学校・高校・大学の計8校と学校交流を行いました。学校交
流を実際に体験された鹿児島純心女子短期大学の山下さんと鹿児島東高校の前山さんにお話を聞いてみたいと思
います。

　10月20日のアジアんフェスタ後、ワーキングボランティアと海外団体との交流パーティーを開催しました。ワーキングの企画・
広報部会が中心となり、みんなでお菓子を食べたり催し物をしたり、楽しいひと時を過ごしました。ここで、企画・広報部会の藤田さ
んに国際交流パーティーの様子をインタビューしてみたいと思います。

　韓国への理解を深め、親近感を高めることを目的としたイベ
ント「韓国文化理解講座」を開催しました。この講座では、韓国
出身の鹿児島市国際交流アドバイザーが講師になり、日本で
はまだあまり知られていない韓国料理「チムタク」の作り方を
教えました。
　参加者12名は2人1組に分かれ、協力しながら調理を進め、
講師の特製レシピを基に、少しピリ辛でご飯によく合う本格的なチムタク作りを体験しまし
た。調理室の中は、笑い声や楽しげな会話が飛び交い、アットホームな雰囲気の中で料理が
進みました。
　炊きたてのご飯とともに、自分たちで作ったチムタクを味わい、その美味しさに大満足し
ました。また、試食の時間には講師によるミニ韓国文化講座が行われました。韓国の伝統的
な観光地やグルメ、そして日常生活の文化についての紹介があり、参加者たちは興味深く耳を傾けました。講座後、「韓国文化
について新たな知識を得られて嬉しい」「観光に行きたくなった」といった反応も寄せられました。

Event Reportイベントレポート Column
日 本 語 で プ レ ゼ ン
　外国人住民を対象に、日本語でプレゼンテーションを行うことを目標と
したプロジェクト型ワークショップを開催しました。このプロジェクトには、
９名の外国人参加者が集まり、週1回の8週間にわたるセッションを通して
準備を進めました。
　参加者たちは日本人ボランティアスタッフのサポートを受けながら、そ
れぞれが興味を持つテーマを選んで原稿を作成し、日本語の表現や発音
を重点的に練習しました。日本語が母語ではない参加者にとって、このプ
ロジェクトは挑戦的でありながらも非常に充実した学びの場となりました。
　発表会当日には、約50名の日本人観客が会場に集まり、参加者の発表
を見守りました。参加者たちは、日々の練習の成果を披露し、自分たちの
言葉で堂々とプレゼンテーションを行いました。発表内容は多岐にわた
り、文化、旅行、趣味、仕事に関するものなど、個性あふれるテーマで観客
を引き込みました。

　観客からは、「外国人の視点での発表が新鮮で、非常
に感銘を受けた」「日本語の学習の努力が伝わり、勇気
をもらえた」といった温かい感想が多数ありました。会
場には、発表者を応援する拍手や笑顔が溢れ、終始和
やかで前向きな雰囲気に包まれていました。

※発表テーマ　
「自国と日本の高校生の差」・「なぜ外国人は日本に
来るのか」・「私の御朱印帳」等

鹿児島の人に知って欲しい！
ネパール留学生が教えるネパールの魅力

開催日 9月15日(日)
参加者 26名

開催日 ９月8日（日）
参加者 約50名

　アジアへの理解と交流を深めることを目的に、ネパールからの留学生を講師に迎え「鹿児島の人に
知って欲しい！ネパール留学生が教えるネパールの魅力」を開催しました。
　第一部では、留学生たちがネパールの首都カトマンズにあるネパール最古の仏教寺院「スワナンブ
ヤート」から見える景色や、観光都市「ポカラ」、ベンガルトラ、インドサイなど絶滅が危惧される希少種
が生息する野生動物の宝庫「チトワン国立公園」の魅力等についてお話くださいました。第二部では、
参加者と留学生がグループに分かれ、フリートーキング形式で交流しました。留学生たちは、参加者か
ら次々と繰り出されるネパール文化への興味に、丁寧に一生懸命答えてくださいました。
　参加者の皆さんからは「現地の人にしか聞けないことを聞くことができて良かった」や「留学生の皆
さんが今日の講座に向けて一生懸命練習したのが伝わりました」等の声が挙げられ、ネパール文化へ
の理解を深められたようです。

韓国文化理解講座 ～チムタク(鶏の甘辛煮)料理教室～ 開催日 9月２８日（土）
参加者 12名

「アジアん鹿児島2024」青少年音楽祭 開催日 10月19日（土）
参加者 1,400名

　宝山ホールで開催された青少年音楽祭では、アジア各国を代表する10団体に参加いただき、各国の伝統舞踊・合唱・演奏を
披露していただきました。
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～市民の皆さまによって支えられています～
鹿児島市国際交流財団は、多くの市民の皆さまによって支えられています。
鹿児島市国際交流財団の活動に賛同してくださる賛助会員の皆さまを募集しています。

●参加料金の割引
●会報誌の送付や国際交流に関する
　情報の提供
●財団ホームページでのバナー広告掲載
　（団体会員のみ）

当財団事務局で受け付けております。申請書はホームページからもダウンロードできますので、記入の上、郵送等
によりお送りください。また、希望者には申込書を送付いたします。どうぞお気軽にお問合せください。

会員特典

申込方法

●個人会員（1口）1,000円
　（家族会員及び10月以降加入の会員は500円）
●団体会員（1口）10,000円から

年  会  費
●当財団の目的（国際交
流等）に賛同し、後援
する個人または団体

入会資格

賛助団体会員のご紹介
国際交流センターホームページ
に賛助団体会員の皆様のバナー
の一覧がありますのでぜひご覧
ください。リンクも張っています。
（ページ下の方です。）

「アジアん鹿児島2024」アジアんフェスタ 開催日 10月20日（日）
参加者 11,100名

　鹿児島中央公園で開催されたアジアんフェスタでは、来日した海外団体が、ステージで合唱・ダンス・演奏を披露してください
ました。また、ストリートダンスコンテストを実施し、参戦した団体同士技術を競い合って華麗なダンスを数多く披露してください
ました。

オープニング 演奏(韓国) 伝統舞踊(タイ) 伝統楽器演奏(インドネシア)

伝統舞踊(ネパール) 伝統舞踊(中国) 演奏(シンガポール) 伝統舞踊(マレーシア)

演奏(香港） 伝統舞踊(ベトナム) 演奏(日本） エンディング

アジアんフェスタ！ 各国の紹介 アジアの様々な屋台 ストリートダンスコンテスト

ステージパフォーマンス(中国) ステージパフォーマンス(韓国) ステージパフォーマンス(シンガポール) 照国ホコ天ステージ(タイ)

照国ホコ天ステージ(マレーシア) 茶道体験 国際交流レクリエーションゲーム ワーキング体験ブース(しおり作り)

純心女子短期大学　山下さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
マレーシアの方々と、お互いの文化や歴史、郷土について、クイズ

をし、交流しました。
マレーシアの方々からは、学校の行事などの様子を動画で見させて
いただきました。マレーシアの自然豊かな場所や盛えているクアラル
ンプールの写真などを紹介してもらいました。
私たちは茶道についての問題を出題し、実際に茶器を見せながら
紹介しました。

Q2 交流してみてどうでしたか？
伝続的な衣装を着て行事を行うなど、マレーシアの素敵な学校生
活を知ることができました。改めて自国について伝える為、私の大好
きなアニメや、おもてなしの文化、四季折々の行事、和食などを学ぼう
と思いました。

Q3 学校交流の際山下さんの印象に残った出来事を
教えてください。

日本のアニメや音楽の文化を、共有できた瞬間に一体感が生まれ、
国を超えてつながれたと感じたことです。日本の学生も、マレーシアの
学生も一緒に、Tiktok で流行っている日本の音楽を口ずさんで、踊り
ました。日本の曲を知っていると知った時には、大変驚きました。共有
できたあの瞬間は、誰もが笑顔で幸せな時間でした。

Q1 国際交流パーティーのイベントは
どのように企画しましたか？

海外の方にいかに簡単で分かりやすいゲームをすることができる
かその部分をメインに企画しました。
結果、ジェスチャーゲームとイントロドンクイズに決まりました。

Q2 当日の国際交流パーティーはどうでしたか？

どのゲームも想像以上に盛り上がり、最後に行ったイントロドンで
は、正解した後皆んなで一緒に歌っており会場全体に一体感が生まれ
たのが印象的でした。

企画・広報部会　藤田さん

鹿児島東高校　前山さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
タイと交流しました！タイの伝統的な演舞を披露していただき、私た
ちの学校からは鹿児島のおはら節をみんなで踊り、日本の文化であ
る茶道や折紙等を体験してもらいました！おはら節を踊っている間、最
初はぎこちない感じでしたが皆さんだんだん慣れてきて最後は楽し
そうにみんな笑顔で踊っていました！

Q2 交流してみてどうでしたか？
皆さんフレンドリーで接しやすく、親しみやすい方がたくさんいらっ

しゃいました。おかげで海外の友人をたくさん作ることができました！
現在もタイの皆さんと交流が続いており、今もLINEで画像と一緒に
メッセージが送られてきます。

Q3 学校交流の際前山さんの印象に残った出来事を
教えてください。

タイの伝統的な演舞を直接見ることができたのが一番印象的でし
た。普段なかなか目にすることのない異国の演舞なので、見ていて楽
しかったですし、なんというか感慨深かったです。

Q3 参加者の反応で特に印象に残っていることは何ですか？
イントロドンクイズの時、海外からの参加者が日本の曲を聞いて

「この曲知ってる！」と興奮して答えてくれたのがとても印象的でした。
国境を超えて楽しんでいる様子を見て、企画した甲斐があったと思い
ました。

　今年は計5ヶ国の海外団体が来日し、日本の小学校・中学校・高校・大学の計8校と学校交流を行いました。学校交
流を実際に体験された鹿児島純心女子短期大学の山下さんと鹿児島東高校の前山さんにお話を聞いてみたいと思
います。

　10月20日のアジアんフェスタ後、ワーキングボランティアと海外団体との交流パーティーを開催しました。ワーキングの企画・
広報部会が中心となり、みんなでお菓子を食べたり催し物をしたり、楽しいひと時を過ごしました。ここで、企画・広報部会の藤田さ
んに国際交流パーティーの様子をインタビューしてみたいと思います。



　韓国への理解を深め、親近感を高めることを目的としたイベ
ント「韓国文化理解講座」を開催しました。この講座では、韓国
出身の鹿児島市国際交流アドバイザーが講師になり、日本で
はまだあまり知られていない韓国料理「チムタク」の作り方を
教えました。
　参加者12名は2人1組に分かれ、協力しながら調理を進め、
講師の特製レシピを基に、少しピリ辛でご飯によく合う本格的なチムタク作りを体験しまし
た。調理室の中は、笑い声や楽しげな会話が飛び交い、アットホームな雰囲気の中で料理が
進みました。
　炊きたてのご飯とともに、自分たちで作ったチムタクを味わい、その美味しさに大満足し
ました。また、試食の時間には講師によるミニ韓国文化講座が行われました。韓国の伝統的
な観光地やグルメ、そして日常生活の文化についての紹介があり、参加者たちは興味深く耳を傾けました。講座後、「韓国文化
について新たな知識を得られて嬉しい」「観光に行きたくなった」といった反応も寄せられました。

Event Reportイベントレポート Column
日 本 語 で プ レ ゼ ン
　外国人住民を対象に、日本語でプレゼンテーションを行うことを目標と
したプロジェクト型ワークショップを開催しました。このプロジェクトには、
９名の外国人参加者が集まり、週1回の8週間にわたるセッションを通して
準備を進めました。
　参加者たちは日本人ボランティアスタッフのサポートを受けながら、そ
れぞれが興味を持つテーマを選んで原稿を作成し、日本語の表現や発音
を重点的に練習しました。日本語が母語ではない参加者にとって、このプ
ロジェクトは挑戦的でありながらも非常に充実した学びの場となりました。
　発表会当日には、約50名の日本人観客が会場に集まり、参加者の発表
を見守りました。参加者たちは、日々の練習の成果を披露し、自分たちの
言葉で堂々とプレゼンテーションを行いました。発表内容は多岐にわた
り、文化、旅行、趣味、仕事に関するものなど、個性あふれるテーマで観客
を引き込みました。

　観客からは、「外国人の視点での発表が新鮮で、非常
に感銘を受けた」「日本語の学習の努力が伝わり、勇気
をもらえた」といった温かい感想が多数ありました。会
場には、発表者を応援する拍手や笑顔が溢れ、終始和
やかで前向きな雰囲気に包まれていました。

※発表テーマ　
「自国と日本の高校生の差」・「なぜ外国人は日本に
来るのか」・「私の御朱印帳」等

鹿児島の人に知って欲しい！
ネパール留学生が教えるネパールの魅力

開催日 9月15日(日)
参加者 26名

開催日 ９月8日（日）
参加者 約50名

　アジアへの理解と交流を深めることを目的に、ネパールからの留学生を講師に迎え「鹿児島の人に
知って欲しい！ネパール留学生が教えるネパールの魅力」を開催しました。
　第一部では、留学生たちがネパールの首都カトマンズにあるネパール最古の仏教寺院「スワナンブ
ヤート」から見える景色や、観光都市「ポカラ」、ベンガルトラ、インドサイなど絶滅が危惧される希少種
が生息する野生動物の宝庫「チトワン国立公園」の魅力等についてお話くださいました。第二部では、
参加者と留学生がグループに分かれ、フリートーキング形式で交流しました。留学生たちは、参加者か
ら次々と繰り出されるネパール文化への興味に、丁寧に一生懸命答えてくださいました。
　参加者の皆さんからは「現地の人にしか聞けないことを聞くことができて良かった」や「留学生の皆
さんが今日の講座に向けて一生懸命練習したのが伝わりました」等の声が挙げられ、ネパール文化へ
の理解を深められたようです。

韓国文化理解講座 ～チムタク(鶏の甘辛煮)料理教室～ 開催日 9月２８日（土）
参加者 12名

「アジアん鹿児島2024」青少年音楽祭 開催日 10月19日（土）
参加者 1,400名

　宝山ホールで開催された青少年音楽祭では、アジア各国を代表する10団体に参加いただき、各国の伝統舞踊・合唱・演奏を
披露していただきました。
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～市民の皆さまによって支えられています～
鹿児島市国際交流財団は、多くの市民の皆さまによって支えられています。
鹿児島市国際交流財団の活動に賛同してくださる賛助会員の皆さまを募集しています。

●参加料金の割引
●会報誌の送付や国際交流に関する
　情報の提供
●財団ホームページでのバナー広告掲載
　（団体会員のみ）

当財団事務局で受け付けております。申請書はホームページからもダウンロードできますので、記入の上、郵送等
によりお送りください。また、希望者には申込書を送付いたします。どうぞお気軽にお問合せください。

会員特典

申込方法

●個人会員（1口）1,000円
　（家族会員及び10月以降加入の会員は500円）
●団体会員（1口）10,000円から

年  会  費
●当財団の目的（国際交
流等）に賛同し、後援
する個人または団体

入会資格

賛助団体会員のご紹介
国際交流センターホームページ
に賛助団体会員の皆様のバナー
の一覧がありますのでぜひご覧
ください。リンクも張っています。
（ページ下の方です。）

「アジアん鹿児島2024」アジアんフェスタ 開催日 10月20日（日）
参加者 11,100名

　鹿児島中央公園で開催されたアジアんフェスタでは、来日した海外団体が、ステージで合唱・ダンス・演奏を披露してください
ました。また、ストリートダンスコンテストを実施し、参戦した団体同士技術を競い合って華麗なダンスを数多く披露してください
ました。

オープニング 演奏(韓国) 伝統舞踊(タイ) 伝統楽器演奏(インドネシア)

伝統舞踊(ネパール) 伝統舞踊(中国) 演奏(シンガポール) 伝統舞踊(マレーシア)

演奏(香港） 伝統舞踊(ベトナム) 演奏(日本） エンディング

アジアんフェスタ！ 各国の紹介 アジアの様々な屋台 ストリートダンスコンテスト

ステージパフォーマンス(中国) ステージパフォーマンス(韓国) ステージパフォーマンス(シンガポール) 照国ホコ天ステージ(タイ)

照国ホコ天ステージ(マレーシア) 茶道体験 国際交流レクリエーションゲーム ワーキング体験ブース(しおり作り)

純心女子短期大学　山下さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
マレーシアの方々と、お互いの文化や歴史、郷土について、クイズ

をし、交流しました。
マレーシアの方々からは、学校の行事などの様子を動画で見させて
いただきました。マレーシアの自然豊かな場所や盛えているクアラル
ンプールの写真などを紹介してもらいました。
私たちは茶道についての問題を出題し、実際に茶器を見せながら
紹介しました。

Q2 交流してみてどうでしたか？
伝続的な衣装を着て行事を行うなど、マレーシアの素敵な学校生
活を知ることができました。改めて自国について伝える為、私の大好
きなアニメや、おもてなしの文化、四季折々の行事、和食などを学ぼう
と思いました。

Q3 学校交流の際山下さんの印象に残った出来事を
教えてください。

日本のアニメや音楽の文化を、共有できた瞬間に一体感が生まれ、
国を超えてつながれたと感じたことです。日本の学生も、マレーシアの
学生も一緒に、Tiktok で流行っている日本の音楽を口ずさんで、踊り
ました。日本の曲を知っていると知った時には、大変驚きました。共有
できたあの瞬間は、誰もが笑顔で幸せな時間でした。

Q1 国際交流パーティーのイベントは
どのように企画しましたか？

海外の方にいかに簡単で分かりやすいゲームをすることができる
かその部分をメインに企画しました。
結果、ジェスチャーゲームとイントロドンクイズに決まりました。

Q2 当日の国際交流パーティーはどうでしたか？

どのゲームも想像以上に盛り上がり、最後に行ったイントロドンで
は、正解した後皆んなで一緒に歌っており会場全体に一体感が生まれ
たのが印象的でした。

企画・広報部会　藤田さん

鹿児島東高校　前山さん

Q1 どこの国とどのような交流をしましたか？
タイと交流しました！タイの伝統的な演舞を披露していただき、私た
ちの学校からは鹿児島のおはら節をみんなで踊り、日本の文化であ
る茶道や折紙等を体験してもらいました！おはら節を踊っている間、最
初はぎこちない感じでしたが皆さんだんだん慣れてきて最後は楽し
そうにみんな笑顔で踊っていました！

Q2 交流してみてどうでしたか？
皆さんフレンドリーで接しやすく、親しみやすい方がたくさんいらっ

しゃいました。おかげで海外の友人をたくさん作ることができました！
現在もタイの皆さんと交流が続いており、今もLINEで画像と一緒に
メッセージが送られてきます。

Q3 学校交流の際前山さんの印象に残った出来事を
教えてください。

タイの伝統的な演舞を直接見ることができたのが一番印象的でし
た。普段なかなか目にすることのない異国の演舞なので、見ていて楽
しかったですし、なんというか感慨深かったです。

Q3 参加者の反応で特に印象に残っていることは何ですか？
イントロドンクイズの時、海外からの参加者が日本の曲を聞いて

「この曲知ってる！」と興奮して答えてくれたのがとても印象的でした。
国境を超えて楽しんでいる様子を見て、企画した甲斐があったと思い
ました。

　今年は計5ヶ国の海外団体が来日し、日本の小学校・中学校・高校・大学の計8校と学校交流を行いました。学校交
流を実際に体験された鹿児島純心女子短期大学の山下さんと鹿児島東高校の前山さんにお話を聞いてみたいと思
います。

　10月20日のアジアんフェスタ後、ワーキングボランティアと海外団体との交流パーティーを開催しました。ワーキングの企画・
広報部会が中心となり、みんなでお菓子を食べたり催し物をしたり、楽しいひと時を過ごしました。ここで、企画・広報部会の藤田さ
んに国際交流パーティーの様子をインタビューしてみたいと思います。


